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標 題 令和６年度 第１回藤枝市地域公共交通会議 議事録 

年月日  令和６年４月２６日 

相 

手 

藤枝市地域公共交通会議委員 
委員出席 18名（内代理出席 1名、オンライン出席１名） 

欠席２名 

第 1号議案説明：静岡鉄道㈱ 森田氏 

事務局：地域交通課 

時 間 
 午後３時３０分から 

午後４時３０分まで 

場 所  藤枝地区交流センター 

作成者  大石 竜己  ㊞ 

打 ち 合 せ 等 内 容 

1 開  会 

2 会長挨拶 

3 藤枝市地域公共交通会議に関する説明（事務局、静岡運輸支局増田 様より） 

4 新任委員・事務局の紹介 

5 議  案 

■第 1号議案 藤枝市地域交通共創モデル実証プロジェクトについて（静岡鉄道㈱） 

令和 5年度に引き続き「ふじえだ mobi」の実証運行事業実施にあたり、道路運送法第 21条申請を行

うため実施地域として協議を行う。詳細は別紙説明資料。 

【意見等】 

＜静岡運輸支局・増田委員＞ 

実証実験としてのデータ収集という面から、周知を確実に行い、広く利用されるよう努めてほしい。 

また、高齢者等アプリの利用が馴染みにくい層への利用しやすい工夫等はあるか。 

＜静岡鉄道 森田氏＞ 

今回から配車の事前予約機能を導入する。リアルタイムの配車のみではなくなるため、利用しやすく

なると思う。また、前回同様コールセンターも設置するため、アプリを利用できない方は電話での予約

も可能。 

＜藤枝市社協 小澤委員＞ 

今後移動の課題を抱える中山間地域等に拡大する予定はあるか。 

また、前回の実証実験ではどのような利用目的が多かったか。 

＜静岡鉄道 森田氏＞ 

輸送効率を鑑み、駅周辺のエリアに留める予定。 

前回の実証実験では通勤・通学・通院、雨の日は買い物が多くの割合を占めた。 

＜志太交通 鈴木委員＞ 

今回は市内タクシー会社 4社が協調して運行するが、この実証実験に協力する意味合いとしては、新

たな利用者層をどれだけ獲得できたかというところになると思う。実証実験の利用者が普段どのような

移動手段かというデータは取得し共有してほしい。 

＜ぱりて会議 池谷委員＞ 

MYFCとの連携について、ホームゲームは何千人という動員になるが、足りるだけの輸送量を確保でき

るか。 

＜静岡鉄道 森田氏＞ 

MYFC のホームゲームについてはふじえだ mobi だけで賄えるものでは当然ないため、シャトルバスを

待ちきれずに歩いて帰る人など、現状の輸送手段から漏れる層を拾える手段となるよう連携したい。 

 

⇒静岡鉄道㈱提案のとおり承認。 

 

 



6 報告事項 

■報告事項１ 「ふじえだまちなか回遊性向上共創プロジェクト」のプロジェクト名の変更等について 

事務局より説明。 

 

＜石川委員より＞ 

AIオンデマンド交通を導入することにより、交通だけが便利になり活性化する、ということではなく、

観光・経済・まちづくり等他の分野と連携しながら相乗的に活性化されていく取り組みとなると良い。 

以下質問 

・アプリ上で利用者の意見を集約する仕組みはあるか 

・電話で予約する方はどのように乗降地を把握したら良いか 

・運賃はどのような仕組みとなっているか 

＜事務局より＞ 

・1 回の利用ごとにドライバー評価を入力する仕組みになっている。また、登録者に通知を送り、アン

ケートに回答してもらうよう誘導することも可能。昨年は利用者に車内で用紙を配りアンケートを行っ

た 

・乗降場所は地域のランドマークとなるような場所に設定しているため、大体その入口等わかりやすい

場所で待ち車両を探してもらうことになる。 

・運賃は別添パンフレットのとおり 
 

7 閉  会 

 

 

(以上) 

 

 

 

 

 


